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　町民の皆様方には、日頃より議会、議員活動に御理解と御協力を賜わって

いることに対し厚く御礼を申し上げます。

　新型コロナウイルスの感染が世界中で拡大し、１年以上が経過しましたが、

未だ日常生活や経済活動に深刻な影響を及ぼしています。

　こうした中、皆さんにおかれましては、長期に渡る感染拡大防止対策や自

粛要請に御協力いただいておりますことに、深く感謝申し上げます。

　御自身や大切な人を守るため、さらには医療機関や福祉施設等で懸命に働

く皆さんを支えるため、引き続き、「３密の回避」、「マスクの着用」、「手洗い」、

「手指消毒等」の徹底と「会食の『みやざきモデル』」の推奨などの感染拡

大の防止に努めていただきますようお願いいたします。

　さて、本町においては、この新型コロナウイルス感染拡大の防止と社会経

済活動の両立のほか、急速に進む少子高齢化や人口減少をはじめ、産業の活

性化、さらには子育ての支援と充実した教育などへの対応が喫緊の課題とな

っています。

　山積する町政の諸課題に対し、執行部と議会が切磋琢磨しながら、積極果

敢に「魅力あるまちづくり」に挑んでいかなければなりません。

　議会としましては、執行部の施策をしっかりと監視・評価するだけでなく、

皆さんの福祉の向上を図るため、皆さんの声に耳を傾け、議会で様々な議論

を行い、議会自らが政策立案等に係る機能を十分に発揮し、更なる議会改革

に取り組むとともに、議員一同、なお一層の資質向上に努めてまいります。

　今後とも町民の代表として、皆さんの負託と御期待に沿えるよう全力を尽

くし、皆さんに信頼され、より身近に感じていただけける議会づくりに全力

を挙げて取り組んでまいりますので、より一層の御理解と御支援をよろしく

お願い申し上げます。

議　長
温 谷　文 雄

副議長
前 原　淳 一

　町民の皆様方には、昨年からの新型コロナウイルス感染症によって、厳し

い経営を強いられている方も多くおられることと思います。そのような中で、

オリンピック・パラリンピックの開催が予定され、デルタ株などの感染拡大

が懸念されるところですが、これまで以上に予防措置の徹底を心がけたいも

のです。　

　さて、本町の活性化の一つである観光ですが、御池や皇子原公園を中心に、

ワーケーション等の環境整備に加え、オンライン配信によるイベントも開催

されるなど、若者をターゲットにした取り組みや、親子で楽しめる遊具の設

置など、新しい取り組みが進んでおり、多くの観光客が訪れることに期待が

もてるところです。

　今後も本町発展のため、「温故知新」をモットーにしながら、行政のチェ

ックはもちろん、新しいことへの提言を続けてまいりたいと考えています。

　終わりに、一日も早いコロナの収束により、明るい兆しが見えてくること

を願って挨拶といたします。               
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委委 会会員員 等の構成等の構成

前　原　淳　一

一般会計予算・決算常任委員会

委員長

委　員

副委員長 福　澤　卓　志

全議員で構成

議会運営委員会

委員長

副委員長

委　員

委　員

委　員

入　佐　廣　登

温　水　宜　昭

福　澤　卓　志

前　原　淳　一

末　永　　　充

新

高原町議会高原町議会

議会だより編集委員会

委員長

副委員長

委　員

委　員 中　村　　　昇

反　田　吉　已

温　水　宜　昭

松　元　茂　春

都市計画審議会

委　員

委　員

委　員

委　員

温　水　宜　昭

松　元　茂　春

福　澤　卓　志

前　原　淳　一

監査委員

高原町監査委員

陣　　　圭　介

西諸広域行政事務組合

委　員

監査委員

委　員

末　永　　　充

前　原　淳　一

温　水　宜　昭

文教厚生常任委員会

委員長

副委員長

末　永　　　充

温　谷　文　雄

入　佐　廣　登

委　員

中　村　　　昇委　員

反　田　吉　已

委　員

松　元　茂　春

総務経済常任委員会

委員長

副委員長

前　原　淳　一

委　員

温　水　宜　昭

委　員

福　澤　卓　志

陣　　　圭　介

委　員

【４月臨時会】

　４月３０日の臨時会にて、副議長の選挙や各委員の選任があり、委員会等の構成が

行われました。

○担当している部署は、総合政策課・総務課

・産業創生課・農政林務課・農畜産振興課・

農業委員会・建設水道課・税務課等でこれら

の部署に関連する議事案件の審査や所管する

事務の調査を行います。

○担当している部署は、ほほえみ館・町民福

祉課・病院・教育総務課等でこれらの部署に

関連する議事案件の審査や所管する事務の調

査を行います。
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令和３年度　高原町一般会計補正予算（第２号・第３号）の主な内容

６
月
定
例
議
会

　
　
あ
ら
ま
し

６
月
定
例
議
会

　
　
あ
ら
ま
し

○議案１件は、「職員の不適切な事務処理に関して、町長自らがその責を正す

　ために町長の給与減額の条例改正案」が提案され、可決しました。

＊報告２件、同意２件、承認３件、議案１件を

　審査し可決しました。

４月臨時会４月臨時会
令和３年４月３０日令和３年４月３０日

○前副町長辞任に伴い、横山　安博氏の選任に同意しました。

　議会の同意を得て町長が任命するもので、令和３年５月６日

　付で就任されました。

○任期満了に伴い、中園　康與氏の選任に同意しました。

　平成２１年６月１９日から就任され、４期目となります。任

　期は令和３年６月１９日から令和７年６月１８日です。

２件の人事案件に同意（全員賛成）

議案の概要議案の概要 ・・・・・・・・・・・・

横山 安博 副町長

中園 康與 監査委員

第３回

よろしくお願いします。よろしくお願いします。

　令和３年６月議会は、６月９日から１５日までの７日間の日程で開催さ

れました。

　今定例会では報告１件、議案６件、許可１件の合計８件を審議しました。

　うち、「一般会計補正予算（第２号）」は一般会計予算、決算常任委員

会での審査を経て、本会議で全体審議をしました。

　国民健康保険税条例の一部改正については、新型コロナウイルスの影響

による所得の減少などを考慮し、据え置くということで撤回の許可をしま

した。

○新型コロナウイルスワクチン接種事業

　新たに集団接種を行う経費として２８，１２１千円が計上されています。

〇高原病院の新型コロナウイルス感染症対策事業

　新型コロナウイルス感染症に係る病院内における感染対策や、ワクチン接種等に要する

　経費として１，０００万円が計上されています。

〇たかはる移住定住促進事業

　事業費３２１万５千円

　新たな地域おこし協力隊員の採用に伴う、必要経費です。

　

高原病院



〇低所得の子育て世帯生活支援特別給付事業

　事業費８３７万８千円

　低所得のひとり親世帯以外の子育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活支援を行うも

　のです。給付金として６，７５０千円、システム改修委託料として１，６２８千円が計

　上されています。

〇塵芥処理及び霧島美化センター事業

　事業費５７７万２千円

　令和２年度をもって解散した霧島美化センター事務組合に係る未払金の精算経費として、

　塵芥処理費委託料４，３２０千円、霧島美化センター会計年度職員の人件費や光熱水費

　等として１，４５２千円が計上されています。　　

〇高原町失業者支援対策産業マッチング事業　

　新型コロナウイルス感染症対策事業費として新型コロナウイルス感染症感染拡大の煽（あお）

　りを受けた町外の失業者等を対象に、本町産業団体等と連携して町内各種事業所への就

　職、職場のあっせん等を行い、町内の事業継承や担い手確保につなげる経費として１２５

　万円が計上されています。

〇畜産競争力強化整備事業補助金農林水産業費

　高原町養豚クラスター計画に基づき、町内養豚農家の収益力の向上を図る事業で、養豚

　業者の施設整備費用に対する補助として２，６５７万３千円が計上されています。

　

〇新型コロナウイルス感染症対策事業

　事業費７，７５０千円

　県独自の緊急事態宣言により収入減の影響を受けた事業者に対する緊急支援として６００

　万円、たかはる夏まつりで実施される感染防止対策への支援として１７５万円が計上さ

　れています。

　

〇自主防災組織育成コミュニティ助成事業補助金・新型コロナウイルス感染症対策事業

　事業費４４３万円

　・消火栓新設に係る経費　８４万８千円

　・並木区への自主防災組織育成助成事業　１２０万円

　・町内10カ所の避難所に、防災用テントや折りたたみベッド購入費用　２３８万２千円

○学校の新型コロナウイルス感染症対策事業

　新型コロナウイルス感染症対策事業費として９４４万６千円が計上されています。

　・学校教育活動等における新型コロナウイルス感染症、感染防止等に係る経費への支援

　　事業　６２０万円

　・ＧＩＧＡスクールサポーター配置事業　２９９万６千円

　・高原小学校における環境教育活動に係る経費　２５万円

〇一般コミュニティ助成事業補助金

　・祓川公民館への助成として２３０万円が計上されています。

議会だより5

▲祓川公民館



ここが聞きたい　　　問＆答
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一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う

陣　　圭介議員

た
薬
剤
の
最
終
確
認
の
規
定
で

は
な
い
が
。

答　
保
健
所
に
問
い
合
わ
せ
る
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

問　
高
学
年
の
待
機
児
童
解
消

に
つ
い
て
、
小
学
校
の
空
き
教

室
の
利
用
は
。

答　
高
原
小
学
校
に
限
っ
て
は
、

現
在
空
き
教
室
が
な
い
。

問　
具
体
的
方
針
は
。

答　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡

充
は
必
要
で
あ
る
。
秋
頃
に
は

方
向
性
、
協
議
等
を
終
了
し
た

い
。

○
保
育
士
確
保

問　
公
立
保
育
所
の
保
育
士
確

保
に
つ
い
て
方
針
は
。

答　
潜
在
保
育
士
等
の
情
報
収

集
に
努
め
、
社
協
と
連
携
し
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境
の

確
保
に
努
め
る
。

問　
保
育
所
職
員
と
の
意
見
交

換
の
必
要
性
は
。

答　
現
場
の
声
は
非
常
に
大
事

で
あ
る
。
社
協
と
協
議
す
る
。

○
保
健
行
政

問　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、
首
長
が
優
先
的

に
接
種
す
べ
き
で
は
。

答　
６
月
中
に
予
約
し
、
そ
の

中
で
接
種
し
た
い
。

問　
献
血
の
啓
発
に
一
層
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
が
。

答　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
後
、
48
時
間
を
経
過

し
て
い
れ
ば
献
血
で
き
る
。
ワ

○
薬
剤
師
法
違
反
の
疑
い
は
？

問　
院
内
薬
局
で
薬
剤
の
最
終

確
認
を
看
護
師
が
行
う
こ
と
に

つ
き
、
薬
剤
師
法
に
違
反
し
な

い
か
。

答　
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

第
37
条
の
診
療
補
助
行
為
に
調

剤
も
含
ま
れ
る
。

問　
当
該
規
定
は
薬
品
の
授
与

に
関
す
る
も
の
で
、
調
剤
さ
れ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
の
解
消
を
！

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
の
解
消
を
！

ク
チ
ン
接
種
の
案
内
の
際
、
チ

ラ
シ
等
を
配
布
し
て
そ
の
啓
発

を
図
る
。

問　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
、
副
反
応
の
過
剰
報
道
を
受

け
、
定
期
接
種
の
対
象
者
が
接

種
を
控
え
て
し
ま
う
事
象
が
続

い
て
い
る
。
定
期
接
種
の
時
期

を
逃
し
た
方
の
救
済
の
意
味
で
、

自
費
接
種
に
対
す
る
助
成
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　
国
の
動
向
を
勘
案
し
て
検

討
し
て
い
く
。
日
本
産
科
婦
人

学
会
が
国
に
要
望
書
を
出
し
て

い
る
。
そ
の
動
向
も
注
視
し
今

後
の
推
移
を
見
守
る
。

○
経
済
対
策

問　
今
後
の
経
済
対
策
の
考
え

は
。

答　
消
費
喚
起
策
が
次
に
波
及

す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
物
産

と
観
光
を
中
心
と
し
た
組
織
で

商
い
の
潮
流
を
構
築
し
た
い
。

役
場
内
で
も
各
課
を
ま
た
い
だ

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
提
言

を
行
う
。

▲高原病院
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ここが聞きたい　　　問＆答

温水　宜昭議員

答　
基
本
構
想
策
定
（
今
年
度

中
）
↓
報
告
（
町
長
）
↓
整
備

検
討
委
員
会
↓
答
申
。

問　
建
設
費
計
画
は
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
活

用
や
あ
ら
ゆ
る
制
度
を
検
討
し

て
い
く
。

○
高
原
町
公
共
施
設
等
管
理
計

画問　
策
定
状
況
は
。

答　
総
合
管
理
計
画
と
個
別
施

設
計
画
（
79
施
設
）
を
本
年
度
、

策
定
予
定
。

問　
公
共
施
設
等
検
討
委
員
会

の
開
催
は
。

答　
学
校
と
庁
舎
は
専
門
部
会

を
設
置
。
保
育
園
・
中
央
公
民

館
・
体
育
館
も
検
討
対
象
。

問　
小
・
中
学
校
の
統
合
に
向

け
て
は
。

答　
教
育
長
が
統
合
を
見
据
え

た
計
画
案
を
町
長
へ
具
申
し
、

高
原
小
学
校
校
舎
問
題
を
最
優

先
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
公
営
住
宅
の
入
居
状
況
は
。

答　
入
居
可
能
戸
数
２
０
８
戸

・
入
居
戸
数
１
６
０
戸
。

問　
用
途
廃
止
戸
数
は
。

答　
４
戸
撤
去
。

問　
公
営
住
宅
の
収
支
は
。

答　
家
賃
収
入
３
，
８
２
７
万

円
・
維
持
修
繕
費
５
５
４
万
円

（
令
和
２
年
度
）
、
令
和
３
年

度
建
設
償
還
金
３
千
万
円
。

問　
今
後
の
住
宅
方
針
は
。

答　
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
供
給
提

供
を
計
る
。
二
葉
団
地
は
建
替

え
の
方
向
性
を
探
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

作
業

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
作
業
の
推

移
は
。

行
政
課
題
是
正
へ
期
待
さ
れ
る

ス
ピ
ー
ド
化
と
決
断
力

行
政
課
題
是
正
へ
期
待
さ
れ
る

ス
ピ
ー
ド
化
と
決
断
力

○
庁
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

問　
耐
震
化
未
庁
舎
の
報
道
が

さ
れ
た
が
。

答　
庁
舎
建
替
え
の
検
討
を
始

め
た
。

問　
庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
は
。

答　
耐
震
判
定
指
数
が
０
・
７

と
耐
震
性
能
が
低
い
と
診
断
さ

れ
た
。

問　
防
災
拠
点
の
位
置
づ
け
は
。

答　
庁
舎
と
ほ
ほ
え
み
館
の
併

用
を
計
る
。

問　
庁
舎
建
設
の
今
後
の
計
画

は
。

▶
建
築
家
　
隈
研
吾
氏
が
手
が
け

　
た
高
知
県
梼
原
町
総
合
庁
舎

答　
医
療
従
事
者
完
了
者
４
月

末
で
３
５
０
人
、
高
齢
者
75
歳

以
上
５
月
末
で
４
９
０
人
１
回

目
終
了
。

問　
接
種
後
の
副
作
用
等
は
。

答　
報
告
は
無
い
。

問　
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
は
。

答　
６
月
中
に
５
，
６
５
５
回

分
の
供
給
予
定
。

問　
高
原
町
集
団
接
種
に
向
け

て
。

答　
県
よ
り
医
師
及
び
看
護
師

の
派
遣
を
予
定
。

問　
今
後
の
接
種
予
定
は
。

答　
65
歳
以
上
（
２
，
４
７
６

人
予
定
）
は
、
７
月
末
終
了
見

込
み
。

12
歳
〜
64
歳
（
３
，
１
５
７
人

予
定
）
は
、
ワ
ク
チ
ン
提
供
状

況
に
よ
る
が
早
期
終
了
を
目
指

す
。

▲高原小学校
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前原　淳一議員

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
し
い

風
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

                                            

○ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　
接
種
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　
キ
ャ
ン
セ
ル
は
な
か
っ
た

か
。

答　
あ
る
が
、
他
の
予
約
者
に

連
絡
し
接
種
を
し
て
い
る
。                     

問　
副
反
応
は
な
い
か
。

答　
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
は
自

己
申
告
か
。

答　
自
己
申
告
だ
。
人
数
を
把

握
し
、
優
先
希
望
者
を
募
る
。

○
観
光            

問　
皇
子
原
公
園
の
遊
具
等
マ

ン
ネ
リ
化
の
懸
念
が
あ
る
、
新

た
な
事
業
の
展
開
は
。

答　
国
・
県
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
、
御
池
を
含
め
年
次
的
に

計
画
を
進
め
て
い
る
。
木
育
施

設
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、

大
学
と
企
業
に
よ
る
水
力
発
電

の
計
画
も
あ
る
。
ま
た
、
神
武

の
館
内
に
民
間
に
よ
る
カ
フ
ェ

の
出
店
計
画
も
あ
る
。

問　
人
を
魅
了
し
、
引
き
つ
け

る
も
の
の
一
つ
が
花
で
あ
る
、

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
ネ
モ
フ
ィ
ラ
や
ひ
ま
わ
り

な
ど
の
提
案
が
あ
る
。
写
真
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
く
。

問　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
ど
う
か
。

答　
検
討
す
る
。

問　
御
池
に
は
食
事
の
場
所
が

な
い
。

答　
民
間
で
の
開
設
が
決
ま
っ

て
い
る
。
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
呼
ぶ
こ
と
も
具
体
的
に
な

っ
て
い
る
。

問　
町
営
で
の
出
店
は
。

答　
な
い
。
町
と
し
て
は
環
境

整
備
を
し
て
い
く
。                     

問　
広
島
市
で
は
、
モ
デ
ル
事

業
を
立
ち
上
げ
、
組
合
設
立
の

準
備
金
と
し
て
１
０
０
万
円
を

限
度
に
50
％
の
補
助
を
行
い
、

事
業
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
ま
で

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。
社

協
と
町
内
会
と
の
つ
な
ぎ
役
と

し
て
も
期
待
さ
れ
る
が
。

答　
新
し
い
働
き
方
と
し
て
捉

え
、
町
で
進
め
て
い
る
財
団
構

想
と
も
連
携
さ
せ
た
「
協
働
労

働
」
へ
の
積
極
的
な
展
開
も
可

能
に
な
る
。
社
会
的
に
も
大
き

な
流
れ
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
、
町
で
も
チ
ャ
ン
ス
は

十
分
あ
る
。
今
後
、
調
査
研
究

協
働
労
働
と
い
う
仕
掛
け
づ
く
り
を

協
働
労
働
と
い
う
仕
掛
け
づ
く
り
を

▲皇子原公園神武の館をリニューアルした「木育遊具施設」
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ここが聞きたい　　　問＆答

福澤　卓志議員

○
福
祉
行
政

問　
令
和
の
出
生
数
は
。

答　
元
年
48
人
、
２
年
43
人
。

問　
支
援
内
容
は
。

答　
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
各
種
対
応
を
行

っ
て
い
る
。

問　
情
報
提
供
は
。

答　
手
帳
の
発
行
時
、
新
生
児

訪
問
時
、
問
い
合
わ
せ
な
ど
で

適
宜
提
供
し
て
い
る
。

問　
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
提
供

で
き
な
い
か
。

答　
メ
ー
ル
配
信
は
行
な
っ
て

い
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充

実
し
工
夫
し
て
い
く
。

問　
活
動
に
消
極
的
な
団
員
へ

の
対
応
は
。

答　
各
部
団
員
や
各
地
区
の
後

援
会
に
協
力
を
い
た
だ
き
活
動

す
る
よ
う
に
促
し
て
い
く
。

問　
消
火
栓
等
表
示
板
が
見
え

に
く
い
箇
所
が
あ
る
が
。

答　
水
利
点
検
等
で
適
宜
更
新

し
て
い
く
。

問　
各
部
ポ
ン
プ
車
に
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
支
給
の
考
え
は
。

答　
な
い
。
各
部
に
任
せ
る
。

○
各
種
情
報
提
供

問　
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
に

記
載
さ
れ
た
担
当
者
の
み
の
対

応
か
。

答　
２
人
体
制
で
受
け
付
け
て

い
る
が
、
各
課
で
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

問　
回
覧
板
の
更
新
が
必
要
だ

が
。

答　
回
覧
板
を
現
在
作
成
中
で

あ
る
が
、
区
長
等
か
ら
の
申
し

出
に
よ
り
更
新
し
て
い
る
。

問　
ほ
ほ
え
み
カ
レ
ン
ダ
ー
の

配
布
先
は
。

答　
全
戸
配
布
及
び
学
校
等
公

共
施
設
や
茶
飲
み
場
、
介
護
施

設
な
ど
。
町
内
業
者
か
ら
依
頼

が
あ
れ
ば
配
布
す
る
。

問　
本
町
に
も
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
が
必
要
だ
が
。

答　
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

○
少
子
化
対
策

問　
国
の
事
業
を
導
入
す
る
考

え
は
。

答　
検
討
し
て
い
く
。

問　
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン

ト
が
行
え
な
い
か
。

答　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
２
市
１

町
で
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
昨

年
は
実
施
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

宮
崎
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
登
録
い
た
だ
け
る
と
登
録
者

閲
覧
が
可
能
と
な
り
出
会
い
の

機
会
と
な
る
。

○
防
災
行
政

問　
消
防
団
員
の
報
酬
等
の
基

準
の
策
定
は
。

答　
個
別
支
給
を
含
め
、
近
隣

自
治
体
の
動
向
を
確
認
し
見
直

し
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を

子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
を

○
納
税
通
知
書
を
含
む
各
種
郵

送問　
ま
と
め
て
郵
送
で
き
な
い

か
。

答　
納
税
者
に
直
接
郵
送
し
て

い
る
。

問　
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い

方
へ
の
対
応
は
。

答　
相
談
い
た
だ
き
分
割
納
付

で
対
応
し
て
い
る
。

問　
郵
送
先
を
別
々
に
し
て
欲

し
い
な
ど
の
対
応
は
。

答　
諸
手
続
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
各
課
連
携
の
も
と
対
応
し

て
い
る
。

▲町内全戸、各施設等に配布される
　ほほえみカレンダー
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中村　　昇議員

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る

か
。

答　
町
で
は
相
談
と
申
請
受
付

の
み
行
っ
て
い
る
。

○
町
立
病
院
に
つ
い
て

問　
２
０
２
４
年
度
か
ら
「
医

師
の
時
間
外
労
働
上
限
」
を
適

用
し
、
原
則
、
年
間
９
６
０
時

間
以
下
と
す
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
た
。
町
立
病
院
へ
の
影
響
は
。

答　
勤
務
医
に
つ
い
て
、
現
段

階
で
は
影
響
は
な
い
。

問　
県
内
の
６
つ
の
町
立
病
院

で
整
形
外
科
が
な
い
の
は
、
日

之
影
町
と
高
原
町
だ
け
、
利
用

の
多
い
高
齢
者
が
４
割
を
超
え

る
高
齢
化
率
の
な
か
、
診
療
科

目
に
整
形
外
科
を
。

答　
科
目
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
が
良
い

か
、
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

問　
検
査
機
器
に
つ
い
て
精
度

の
高
い
も
の
に
更
新
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答　
当
初
予
算
で
は
Ｘ
線
テ
レ

ビ
シ
ス
テ
ム
を
更
新
、
他
も
財

源
を
考
え
な
が
ら
更
新
し
て
い

く
。

○
地
域
医
療
に
つ
い
て

問　
小
林
市
立
病
院
の
産
婦
人

科
が
休
診
に
な
る
よ
う
な
こ
と

を
聞
い
て
い
る
が
。

個
人
情
報
の
保
護
を

個
人
情
報
の
保
護
を

問　
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
が
成
立

し
た
。
法
案
に
は
個
人
情
報
保

護
、
個
人
の
基
本
的
人
権
尊
重

の
た
め
の
新
た
な
規
定
も
欠
落

し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
個
人
情
報
の
不
適
切
な
利

用
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
国
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
な
が
ら

個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い

を
行
う
。

問　
法
で
は
自
治
体
に
対
し
、

国
が
決
め
た
基
準
に
適
合
し
た

シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
義
務
付
け

て
い
る
。
地
方
自
治
の
多
様
性

を
な
く
し
、
自
立
性
を
失
わ
せ

る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
。

答　
地
方
公
共
団
体
等
の
意
見

反
映
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が

法
律
に
う
た
わ
れ
て
い
て
、
町

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
向

上
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
要

望
を
行
う
。

　
○
生
活
保
護
に
つ
い
て

問　
以
前
は
申
請
書
を
渡
さ
な

い
、
利
用
さ
せ
な
い
な
ど
”
水

際
作
戦”

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
ど
の
よ

う
な
窓
口
対
応
が
な
さ
れ
て
い

る
か
。

答　
担
当
職
員
が
相
談
内
容
を

聞
き
取
っ
た
上
で
、
申
請
書
に

記
入
す
る
な
ど
行
っ
て
い
る
。

申
請
書
を
渡
さ
な
い
と
か
受
け

付
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

問　
扶
養
照
会
は
申
請
の
障
害

に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

ここが聞きたい　　　問＆答

答　
休
診
に
向
け
て
調
整
を
行

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
時

期
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　
２
市
１
町
で
の
議
論
が
必

要
で
は
。

答　
継
続
は
住
民
の
期
待
も
大

き
く
、
町
と
し
て
努
力
し
て
い

く
。

▲小林市立病院



末永　　充議員

２
日
間
で
６
７
０
人
を
予
定
し

て
い
る
。

問　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
接
種

券
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　
６
月
14
日
に
、
65
歳
以
上

74
歳
以
下
の
方
に
対
し
接
種
券

や
予
診
票
の
発
送
を
行
い
、
集

団
接
種
の
予
約
を
主
体
と
し
て
、

６
月
17
日
か
ら
受
付
予
定
開
始

す
る
。

○
ワ
ク
チ
ン
難
民
　

問　
予
約
を
取
り
に
く
い
状
況

が
続
く
中
で
、
ど
う
対
応
し
て

い
る
の
か
。

答　
高
齢
者
目
線
で
コ
ロ
ナ
禍

を
の
り
き
る
。

○
公
共
施
設

問　
耐
震
性
の
確
保
さ
れ
て
な

い
庁
舎
は
、
本
町
だ
け
で
あ
る

今
後
の
方
針
は
。　

答　
先
延
ば
し
で
き
な
い
問
題

で
あ
り
検
討
す
る
。

問　
防
災
拠
点
と
な
る
代
替
え

施
設
の
整
備
は
、
お
こ
な
っ
て

い
る
か
。

答　
通
信
手
段
と
し
て
、
ほ
ほ

え
み
館
に
登
録
型
メ
ー
ル
、
県

の
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
、
耐
火

金
庫
、
非
常
用
電
源
施
設
を
整

備
し
て
い
る
。

問　
早
急
に
検
討
が
必
要
な
施

設
、
庁
舎
、
中
央
公
民
館
、
体

育
館
等
ど
の
よ
う
に
審
議
し
て

い
る
か
。

答　
学
校
統
廃
合
、
学
校
の
整

備
を
先
に
進
め
る
。

○
福
祉
行
政

問　
保
育
士
の
有
資
格
者
の
方

々
と
保
育
園
と
の
橋
渡
し
と
し

て
、
保
育
士
バ
ン
ク
の
取
組
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
27
年
12
月
に
要
綱
を

整
備
し
、
保
育
士
確
保
の
構
築

を
図
っ
た
が
30
年
以
降
行
っ
て

い
な
い
。

問　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の

就
職
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内

の
保
育
所
等
へ
の
就
職
準
備
等

の
費
用
と
し
て
支
度
金
を
支
給

す
る
考
え
は
。

答　
今
後
、
検
討
す
る
。

問　
町
内
の
未
就
学
児
は
、
約

３
１
７
名
。
町
内
外
よ
り
保
育

所
、
幼
稚
園
へ
通
園
し
て
い
る

子
供
が
２
６
２
名
い
る
。
保
育

所
等
に
通
っ
て
な
い
子
供
が
約

55
名
い
る
が
、
そ
の
通
園
状
況

は
。

答　
家
庭
内
や
、
町
外
の
認
定

外
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。

○
高
齢
者
ワ
ク
チ
ン
接
種

問　
75
歳
以
上
の
方
は
、
何
人

終
了
し
て
い
る
か
。

答　
５
月
31
日
現
在
、
１
，
５

６
８
人
の
申
込
が
あ
り
４
９
０

名
が
１
回
目
の
接
種
を
終
了
し

て
お
り
、
２
回
目
の
接
種
が
始

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
県
主
体
の
広
域
集
団
接
種

予
定
と
し
て
高
原
町
は
、
何
人

を
募
る
の
か
。

答　
１
回
目
接
種
が
、
６
月
26

日
と
27
日
に
、
２
回
目
接
種
が
、

７
月
17
日
と
18
日
に
実
施
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
に
つ
い
て

▲光明こども園児
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ここが聞きたい　　　問＆答
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特別委員会の報告

町立病院のあり方・運営等に関する提言

　令和３年６月２８日（月）高原病院改革特別委員会を開催し「提言書」をとりまとめ、令和３年６月３０日（水）、

町長に提出しました。

提　　　言

提言書提出提言書提出

○はじめに

　近年、全国の公立病院では、経営状況の悪化や医師不足に伴う診療体制の縮小によって、経営や医療提供

体制の維持が難しい状況となっています。

　このため、国は公立病院改革ガイドラインを策定し、経営の効率化、再編、ネットワーク化及び経営形態

の見直し等の改革を推進するとしています。

　そのような中、高原町立病院では、ここ数年赤字の増大が著しく、これまでに８億円もの法定外繰り入れ

をしてきました。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症患者受け入れ施設

整備による国の補助金があったため、赤字は免れたもののコロ

ナ収束後の経営がどうなるのか危惧されるところです。

町議会では、

①　町立病院の現状や医療環境。

②　公立病院としての役割が果たされているか。

③　赤字に至る経緯と原因。

　等の調査研究と検討を行い、町当局に提言をするべく特別委員会を設置いたしました。　

　当委員会は、延べ７回にわたり委員会を開催し、町長の考え方や方針等について説明を受けるとともに、

病院長との意見交換会も実施してきたところです。また、高原町立病院元気化プロジェクト協議会へオブザ

ーバーとして参加、あるいは、文教厚生常任委員会による佐賀県の太良病院・香川県の陶病院の先進事例を

視察研修するなど、町立病院の環境改善に大きく寄与したものと認識しております。

　そのようなことから、当委員会は町民の関心が高い運営状況や公立病院の役割、機能等に関する調査結果

を基に提言をするものです。

１．何故患者離れが進んだのか原因究明をするとともに、町議会及び元気化プロジェクト協議会の意見を尊

　重し、改善を図ること。

２．医師をはじめとする医療スタッフの確保に努めること。

３．急性期医療や在宅医療など住民ニーズに応じた診療科目の見直しのほか、今後の病院を取り巻く環境の

　変化を見据え、最適な経営形態等について研究していくこと。

４．病院経営の充実のために、財政面だけでなく診療体制の充実とともに職員のモチベーションの維持・向

　上に繋がる環境の整備を行うこと。

５．町民の関心がある運営状況について、専門的知見を活用した、より一層の情報公開に努めること。

○おわりに

　公立病院として、提供しなければならない政策的な医療機能を確保しつつも、不採算医療分野を含めた病

院経営の効率化を図ることが公立病院に求められており、健全な病院運営を行うためには、安定した経営基

盤の維持と不断の経営改革が必要です。

　今後も、地域医療を大切にする町立病院の果たすべき役割を十分に認識し、町民への医療提供を担う病院

として、地域住民に愛され選ばれる病院となるよう、優秀な人材の確保、医療機器の充実及び施設の整備に

も取り組み、更に、患者のニーズに対応した医療が提供できるよう体制の充実を望むものです。

　なお、当委員会は、引き続き、町立病院のあり方・運営等に関する調査、研究に努めてまいります。



※議会への提言・疑問・質問・議会だよりの

　感想等を自由にお書きください。

報　告

第２号

同　意

第２号

同　意

第３号

承　認

第５号

承　認

第６号

承　認

第７号

議　案

第37号

−−−−−−−−−−

−−−−−−−−−−

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

報
　
告

同
　
意

同
　
意

−○○○○○○○○○
承
　
認

−○○○○○○○○○
承
　
認

−○○○○○○○○○
承
　
認

−○●○○○○●○○
可
　
決

報
　
告

議
決
結
果

専決処分について（専決第５号）
訴えの提起について

専決処分について（専決第７号）
高原町税条例等の一部を改正
する条例

専決処分について（専決第８号）
令和２年度高原町一般会計補
正予算（第１８号）

専決処分について（専決第９号）
令和２年度高原町病院事業会
計補正予算（第５号）

特別職の職員で常勤の者の給
与に関する条例及び町長等の
給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例

副町長の選任について

監査委員の選任について

報　告

第１号

議 案

番 号
件　　　　　　名

⑧
福
澤
卓
志

③
前
原
淳
一

⑥
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

⑤
反
田
吉
已

①
末
永
　
充

②
陣   

圭
介

⑨
松
元
茂
春

⑦
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

★令和３年 第３回臨時会（４月 30 日）

議　案

第38号

西諸地区水利施設管理強化事
業の委託に関する規約の協議
について

−−−−−−−−−−

−○○○○○○○○○
可
　
決

議　案

第40号

高原町手数料条例の一部を改
正する条例

−○○○○○○○○○
可
　
決

議　案

第43号

令和３年度高原町病院事業会
計補正予算（第１号）

−○○○○○○○○○
可
　
決

議　案

第39号

国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の撤回

−○○○●○○○○○
許
　
可

議　案

第42号

令和３年度高原町一般会計補
正予算（第２号）

−○○○○○○○○○
可
　
決

議　案

第41号

高原町都市公園条例の一部を
改正する条例

−○○○○○○○○○
可
　
決

議　案

第44号

令和３年度高原町一般会計補
正予算（第３号）

−○○○○○○○○○
可
　
決

報
　
告

議
決
結
果

令和２年度高原町一般会計予
算繰越明許費繰越計算書につ
いて

報　告　

第３号

議 案

番 号
件　　　　　　名

⑥
福
澤
卓
志

⑨
前
原
淳
一

⑧
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

②
反
田
吉
已

⑦
末
永
　
充

①
陣   

圭
介

③
松
元
茂
春

⑤
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

★令和３年 第４回定例会（６月９日〜15 日）

採決の結果このように決まりました。採決の結果このように決まりました。

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

専決処分について（専決第６号）
立て看板接触事故による和解
及び損害賠償の額を定めたこ
とについて

議会だより13

・委 員 長　反田　吉已　・副委員長　温水　宜昭

・委　　員　松元　茂春　・委　　員　中村　　昇

議会だより編集委員

次の議会定例会は、９月８日開会予定です。
傍聴などについてのお問合わせは、議会事務
局にお気軽にお尋ねください。
　電話　０９８４－４２－５１３８（直通）

※議会傍聴をしてみませんか。
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◇
日
に
日
に
暑
さ
が
強
ま
っ
て
い
く
時
期
と
な
り
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
７
月
23
日
か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
中
、
不
安
の
残
る
中
で
の
開
催
と

な
り
ま
す
が
、
選
手
た
ち
の
活
躍
か
ら
少
し
で
も
元
気

を
も
ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
◇
本
町
で
も

5
月
か
ら
徐
々
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
手
洗
い
・
手
指
消
毒
の
徹
底
、
マ
ス
ク

着
用
な
ど
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
継
続
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
少
し
で
も
早
い
収
束
を
切
に
願
う
ば
か
り

で
す
。
◇
今
回
新
た
に
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
と
な
り

ま
し
た
。
議
会
の
様
子
が
少
し
で
も
皆
様
に
伝
わ
り
ま

す
よ
う
編
集
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
反
田　

吉
已
）
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○移住のきっかけは。

子育てを東京で行っていた時に、「東京は子供を育てるのに

適した場所ではないなぁ」と感じ妻の地元である宮崎県への

移住を考えました。当初は綾町への移住を計画していたので

すが、人のつてを辿っているうちに高原町へたどりつき、第

一印象がとてもよく移住を決めました。

○高原町に住んでみていかがですか。

考えていたよりもとても住みやすいです。移住前には様々な

情報媒体から地域との交流を非常に心配していましたが、地

域の人もやさしく、移住当初はとても助けてもらいました。

あと個人的に仕事で都市部に行くことがあるのですが、高速

のＩＣがあり駅があり空港も近い高原町は仕事もしやすいで

す。

○移住してよかったことは。

様々な人に巡り合い、人として成長できたのが大きい。移住

前まであまり人との関わりあいをしてきたことがなかったの

と、この地域で生活していると自分がしたことが良くも悪く

もダイレクトに返ってくるので、いろいろ考えさせてもらっ

ています。

○高原町に来て驚いたことは。

水がとても豊富なのと、星空の美しさには感動しました。た

だ、思っていたよりも冬から春先が寒いのと、自然が良くも

悪くも身近に感じられるのにも驚きました。

○お気に入りの場所は。

狭野神社、霧島東神社、御池、高千穂峰が好きですね。

自分の住んでいる周りも好きです。高原町はいたると

ころで美しい風景が見れますので。

○これからの移住者へのアドバイスを教えてください。

腰を据えて地域で様々な活動をしたい人にも、仕事で

色々動きまわらなければいけないけど地方に住みたい

人にもどちらにも高原町への移住はお勧めです。町が

小さいので町内で何かしらやろうとした時も自分の意

見を聞き入れてもらいやすいですし、都市部に仕事に

出かけるのも高速も空港も近く非常に利便性が高いで

す。ただ子供たちの教育に関しては少し不十分なとこ

ろがあるのでそこを自分たちでフォローできる方がよ

いかと思います。

よろしくお願いしますよろしくお願いします

ようこそ高原町へようこそ高原町へ シリーズ①

高原での暮らしは、どげんじゃひか？高原での暮らしは、どげんじゃひか？
北原慎也さんファミリー♥♥♥♥ ♥♥♥♥
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